
6.1腐食

6.損傷事例
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風：風琴振動が原因
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近年多数発生しH24道示で鋼床版最低板厚がt=12→t=16mmとなった
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断面急変位置、ガス切断機ノッチ、グラインダー傷等は亀裂の開始点となる。
あってはいけない
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F11Tは昭和40年代後半から、昭和50年代前半で使用。現状では多くは無いが、
錆と破壊の関係が深いので、特に市町村道では有りうる。
なお、ﾘﾍﾞｯﾄはF11Tと同年代に姿を消す。最近の使用例大洲赤橋（開閉橋）
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その他

フッ素樹脂塗料の「酸化チタンの光触媒による分解減少」が原因。
酸化チタンは安価な白色顔料。本四ではH21年頃から把握されていて
対応（塗料の基準改定）している
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